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議
案
第
78
号

　霧
島
市
奨
学

金
条
例
の
一
部
改
正

　
専
攻
科
や
大
学
等
の
奨
学

資
金
の
貸
与
額
を
変
更
し
、

専
門
知
識
や
技
能
を
身
に
つ

け
た
者
の
定
住
を
促
し
、
地

元
企
業
へ
の
就
職
促
進
、
地

域
の
活
性
化
策
や
人
口
増
加

を
図
る
と
の
説
明
。

問
　
将
来
的
に
は
、
奨
学
金

返
還
免
除
制
度
や
定
住
人
口

の
増
加
も
視
野
に
入
れ
た
改

正
で
あ
る
が
、
目
標
値
に
つ

い
て
の
議
論
は
な
か
っ
た
の

か
。

答
　
現
在
、
本
市
の
高
等
教

育
機
関
の
貸
与
者
で
地
元
定

住
は
平
均
値
13
人
、
目
標
と

し
て
は
17
人
を
目
指
し
て
試

算
し
て
い
る
。

議
案
第
80
号

　公
立
保
育
園

の
廃
止
条
例

　
佐
々
木
保
育
園
へ
の
入
園

児
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら

廃
止
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
利
用
を
前
提
と
し
て

い
る
と
の
説
明
。

問
　
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
活

用
す
る
が
、
そ
の
建
物
の
使

用
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
改
修
の
必
要
性
や
支
援

員
に
つ
い
て
調
整
中
で
あ

る
。

▼
学
童
保
育
と
保
育
園
は
年

齢
層
が
全
く
違
い
、
今
後
、

中
山
間
地
域
の
保
育
園
を
廃

止
す
る
こ
と
は
、
将
来
を
見

据
え
た
場
合
、
子
供
を
預
け

る
場
所
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
の

反
対
討
論
、
将
来
を
見
据
え

て
も
確
保
が
難
し
い
、
積
極

的
に
廃
止
し
て
、
新
た
な
活

用
を
し
な
が
ら
子
供
を
増
や

す
よ
う
な
対
策
を
取
る
べ
き

だ
と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
ま

し
た
。

議
案
第
81
号
・
95
号

　市
立

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
・

管
理
条
例
の
一
部
改
正
関
係

　
霧
島
市
保
健
福
祉
施
設
民

営
化
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
30
年
４
月
か
ら
日
当
山

春
光
園
の
民
営
化
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
市
立
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
廃
止
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
当
該
条
例
の
一

部
改
正
を
行
う
も
の
。ま
た
、

建
物
を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と

か
ら
、
財
産
の
処
分
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
と
の
説
明
。

問
　
移
管
先
法
人
が
新
し
く

土
地
を
見
つ
け
、
３
年
後
に

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
機
能
を

移
す
こ
と
が
条
件
で
あ
る

が
、
新
た
な
土
地
の
確
保
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答
　
社
会
福
祉
法
人
豊
生
会

は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

み
ゆ
き
苑
等
を
中
心
に
、
老

人
福
祉
施
設
を
経
営
運
営
し

て
お
り
、
隣
接
地
の
確
保
を

予
定
し
て
い
る
。

▼
同
施
設
は
経
済
的
理
由
で

の
入
所
と
い
う
特
徴
を
持
っ

て
お
り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
の
た

め
に
公
立
で
存
続
さ
せ
る
べ

き
と
の
反
対
討
論
、
引
き
受
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け
る
法
人
は
複
数
の
福
祉
施

設
を
経
営
し
て
お
り
、
移
転

先
も
そ
れ
ら
の
施
設
に
隣
接

予
定
と
の
こ
と
で
、
入
所
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
も
見
込

ま
れ
る
と
の
賛
成
討
論
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
第
88
号

　中
央
高
校
精

華
ア
リ
ー
ナ
使
用
条
例
の
制

定　
平
成
30
年
２
月
に
完
成
予

定
の
国
分
中
央
高
等
学
校
体

育
館
「
精
華
ア
リ
ー
ナ
」
を

広
く
市
民
の
利
用
に
供
す
る

た
め
、
本
条
例
の
制
定
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
と
の
説

明
。

問
　
学
生
と
、
外
部
の
方
の

使
用
割
合
の
調
整
に
つ
い

て
、
ど
の
程
度
議
論
さ
れ
た

の
か
。

答
　
生
徒
が
使
う
授
業
や
部

活
動
を
優
先
し
、
空
い
た
時

間
の
中
で
広
く
市
民
の
方
々

の
利
用
を
考
え
て
い
る
。
部

活
動
終
了
の
19
時
半
か
ら
、

２
時
間
程
度
の
使
用
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
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議
案
第
82
号
に
つ
い
て

　
本
市
へ
の
企
業
誘
致
を
促

し
、
更
な
る
工
業
の
振
興
及

び
雇
用
の
増
大
を
図
る
た
め

の
優
遇
制
度
の
充
実
に
伴
う

工
場
等
用
地
取
得
費
補
助
金

の
率
に
つ
い
て
、
土
地
の
取

得
価
格
の
１
０
０
分
の
30
以

内
か
ら
１
０
０
分
の
40
以
内

に
、
雇
用
促
進
補
助
金
の
額

に
つ
い
て
、
新
規
雇
用
者
一

人
当
た
り
20
万
円
か
ら
30
万

円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

と
の
説
明
。

問
　
補
助
率
と
補
助
金
額
の

根
拠
は
何
か
。

答
　
姶
良
市
、
都
城
市
な
ど

は
、
雇
用
促
進
補
助
金
の
額

も
そ
れ
な
り
の
金
額
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
合
わ
せ

る
形
と
な
っ
た
。

議
案
第
84
号
に
つ
い
て

　
国
分
隼
人
処
理
区
に
お
い

て
、
区
画
整
理
事
業
、
隼
人

駅
東
地
区
を
第
５
負
担
区
と

し
て
追
加
し
、
単
位
負
担
金

額
を
こ
れ
ま
で
の
区
域
と
同

額
と
す
る
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
う
も
の
と
の
説
明
。

　問
　
国
分
隼
人
地
区
の
加
入

率
は
、
82
・
５
％
で
あ
る
が
、

残
り
の
17
・
５
％
の
指
導
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の

か
。

答
　
下
水
道
法
に
よ
り
、
接

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
合
併
浄
化
槽
の
既

存
設
置
者
に
対
し
て
も
下
水

道
に
接
続
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
を
し
て
い
る
。

議
案
第
86
号
に
つ
い
て

　
関
係
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
引
用
条
項
を
改
め
る

こ
と
や
地
域
経
済
牽
引
事
業

の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

計
画
に
基
づ
き
、
特
例
措
置

を
受
け
る
区
域
の
範
囲
に
、

二
つ
の
工
業
団
地
を
加
え
る

た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
と
の
説
明
。

　問
　
非
製
造
業
の
中
で
観
光

業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
と

な
っ
て
い
る
が
、
小
売
業
な

ど
も
対
象
と
な
る
か
。

答
　
鹿
児
島
県
の
基
本
計
画

上
は
製
造
業
及
び
観
光
業
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
お
り
、

小
売
業
は
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。

議
案
第
89
号
に
つ
い
て

　
福
山
食
の
交
流
館
は
、
平

成
25
年
度
以
降
は
、
店
舗
参

入
の
応
募
が
な
い
状
況
や
地

元
関
係
者
と
活
用
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
結
果
、
多

目
的
施
設
に
用
途
変
更
す
る

こ
と
で
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
条
例
の
廃
止
に

至
っ
た
と
の
説
明
。

　問
　
林
野
庁
の
補
助
事
業
を

活
用
し
た
が
、
補
助
金
返
納

は
な
い
の
か
。

答
　
用
途
変
更
し
て
活
用
す

る
た
め
、
補
助
金
返
納
は
な

い
。

議
案
第
92
号
に
つ
い
て

　
黒
石
岳
森
林
公
園
の
指
定

管
理
者
を
霧
島
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
５
年
間
の

管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
と
の
説
明
。

　問
　
施
設
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
注
目
し
た
自
主
事
業
の
提

案
と
は
何
か
。

答
　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
散
歩

コ
ー
ス
設
定
、
緑
の
少
年
団

と
の
連
携
に
よ
る
体
験
学
習

会
や
緑
化
活
動
へ
の
協
力
、

ド
ッ
グ
ラ
ン
な
ど
が
あ
る
。

議
題
第
93
号
に
つ
い
て

　
上
小
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
の
指
定
管
理
者
を

（
一
財
）
霧
島
市
施
設
管
理

公
社
を
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
２
年
間
、
直
接
指
定
で

管
理
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
と
の
説
明
。

　問
　
公
募
に
し
な
か
っ
た
理

由
は
何
か
。

答
　「
該
当
施
設
の
性
格
、

規
模
及
び
機
能
に
よ
り
公
募

す
る
こ
と
が
適
さ
な
い
と
認

め
ら
れ
る
と
き
」
と
い
う
条

例
規
定
に
基
づ
い
て
い
る
。

日当山春光園

上小川地区コミュニティ広場


